
業界に衝撃、「ロート目薬」誕生

世間に訴える力のある名前はないものか…。
薬業界にはすでに有名な目薬がいくつもあ

り、製剤はもちろん、宣伝、販売も追う立場だった安
民は、製品名に悩んでいた。この目薬が薬房の将来
を担うような予感がして、下手な名前は付けたくない
と感じていた。数日頭を悩ませ、ふとひらめいたのが
井上博士に目薬の処方を授けた人物「ロートムンド博
士」。安民は「ロート、ロート」と口に出してみた。語感
もよく、何より外国語の商品名は新しい需要層にアピ
ールするに違いない、そう確信した安民は、新製品に
「ロート目薬」と名付けた。こうして1909（明治42）
年、「ロート目薬」は業界の注目を浴びて発売され
た。当時、片仮名の商品名をつけた薬品はほとんど
なく、「ロート目薬」の登場は日本の医学界に、薬業
界に、新しい知識層に大きな衝撃を与えた。
　胃活に次いでロート目薬を発売し、新しい階段をの
ぼる山田安民薬房は、胃活の時と同じく、各紙に矢継
ぎ早な全ページ広告などを出した。その時に安民が
考えたキャッチフレーズは「シマズ　イタマヌ　ロー
ト目薬」。目にしみない、痛まないことが前面に出さ
れている。この「胃病に胃活　泣く子に乳」に負けな
いキャッチフレーズで、「ロート目薬」は世間に広く認
知されることとなった。

薬づくりに対する強い責任感

時

ガラス管の中に真鍮の針金の先端に綿を巻きつけたものを
入れ、これで薬液を吸い上げて目にさしていた。

発売当時の「ロート目薬」

「ロート目薬」新聞広告

代が大正に移り変わると、世間は大戦景気に
沸き、国民の間には大正デモクラシーが広まっ

ていたが、山田安民薬房の従業員は安民を含め、午
前6時半には起床し午後8時の終業までみっちり働き、
午後10時に就寝するという生活を送っていた。休日は
1日と15日と祭日と決まっており、給料制度は特等店員
から乙店員まで7段階に分けられていた。このような制
度は当時の商店としては進んだ方法がとられていた。
　安民は非常に潔癖な性格で、細かい点に気を配り、
工場の清掃、整理にはいつも厳しかったという。1917
（大正6）年には102条にもわたる長文の店則が作ら
れ、そこには人命を預かる薬品製造に対する安民の強
い責任感が反映されていた。

世の中を健康にするために
挑戦と進化を続ける

１ 943（昭和18）年に75歳でこの世を去るまで、
安民は大阪府売薬同業組合長など薬業人と

して、また私立奈良盲唖学校の設立など公益事業に
数々の偉業を残した功労者として、人々からその徳
望を慕われ続けた。
　安民が去った後も同社は事業拡大を続け、1949（昭
和24）年には組織変更と同時に、社名も現在の「ロ
ート製薬」へと変わった。また、ラジオやテレビの普
及に伴い、安民がこだわってきた広告はラジオCMや
テレビ番組の提供などバラエティに富んだ。
　20 0 0年代以降には「オバジ」、「肌研（ハダラ
ボ）」などのスキンケアブランドを続々と発売し、
2010年代からは、最先端医療である再生医療事業
へも挑戦している。
　また、衰退の一途を辿る生薬産業に着目し、地方
の持つ豊かさの源泉を枯らせてはならないと、安民
の生まれ故郷である奈良県と包括提携を結び、眠っ
ていた生薬栽培を復活させるだけでなく、生薬の魅
力を感じた若者たちを後継者として育てる取り組み
も行っている。
　同社は現在「健康と美に関する、あらゆるソリュー
ションを提供する会社」を目指し、常に服用する人の
ことを考え、国民の健康実現のため人がやらない新
しいことに挑み続けた安民の情熱を脈 と々受け継ぎ
ながら歩み続けている。

第 3 回

株式会社 クロバーコスメイク　取締役会長

● 今月のご紹介者

日本実業界の礎となった渋沢栄一が示す経営哲学
現代の経営、労働、人材育成の核心をつく。

『論語と算盤』   著 / 渋沢 栄一  出版社 / ㈱筑摩書房

［概要］
　著者の渋沢栄一は1840年、埼玉県深谷市にて生まれる。幕
末から明治・大正・昭和という激動の時代を生き、約五百社
もの多種多様な企業の設立・経営に関わってきた日本資本主
義の父といわれる。その思想は現代社会にも多大な影響を与
え続けている。
　本書は、氏が生涯を通じて目指した「企業の利潤と道徳を
調和させる」という哲学が記されている。100年前に書かれ
た本書ですが、今でもその有用性は未だに健在で、指針の失
われた現代にこそ響く。経営、労働、人材育成の核心をつく
経営哲学は色あせず、未来を生きる知恵に満ちている。

　2013年に代表取締役を退任し、長男に事業継
承しましたが、その折、自らの経営の来し方を顧
みるに相応しい書籍を探したところ、「論語」と「算
盤」の文字が目に留まり、その一見矛盾とも思え
る内容に興味深く感じ手に取りました。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1

　「実業の父」とも称せられる渋沢栄一翁の講演
口述筆記として100 年前に出版された本書。2500
年前の「論語」に基づいた論が展開されています
が、現代に生きる我々にとって大いに共感させら
れます。人と社会の本質の普遍性について言及さ
れており、示唆に富んだものと強く印象付けられ
ました。「論語」と「算盤」は、「道徳」と「経済」
の合一である、と説かれているものと読み取れま

：この本をお勧めしたい理由についてQ 2

すが、昨今の我が国の経済活動における企業倫
理の欠如によって生じた諸問題に対して、翁が
100年前に打ち鳴らされた警鐘を今こそ真摯に
聴き止めなければならないものと痛感させられま
す。今後も事あればひもとき、弊社の行く末の道
標としての指南書と致したく思っております。

　経営者の方に限らず、企業活動に携わる全ての
方に是非読んでいただきたい一冊です。

：どういった方にお薦めしたいですかQ 3

立岡 寛次 氏
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2 千万円

64 名（2018 年 4 月現在）

化粧品及び医薬部外品の受託製造
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